
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  519  51.7  △60  －  △61  －  △73  －

22年３月期第１四半期  342  －  △64  －  △59  －  △57  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △4,386  04  －      

22年３月期第１四半期  △3,882  46  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,035  343  32.3  19,841  66

22年３月期  1,311  436  31.3  24,347  97

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 334百万円 22年３月期 410百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,100  45.7  △70  －  △70  －  △80  －  △4,742  70

通期  2,400  18.8  40  －  40  －  5  －  296  41



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      －社 （社名）                        、除外      －社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 16,868株 22年３月期 16,868株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 16,868株 22年３月期１Ｑ 14,828株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く環境は、底打ち感はあるものの回復基調にあるとは

言いきれず、企業のIT投資においては引き続き抑制傾向が見受けられます。前第３四半期連結会計期間より情報サ

ービス事業に連結子会社が２社加わっていることから、当第１四半期連結会計期間における売上高は、前年同期比

177百万円増収の519百万円、営業損失は、前年同期比３百万円改善の60百万円、経常損失は、前年同期比１百万円

悪化の61百万円、四半期純損失は、前年同期比16百万円悪化の73百万円となりました。 

各セグメント別の概要は次のとおりであります。 

〔ICTソリューション事業〕 

クラスターサーバー関連ビジネスは環境も厳しく営業的には苦戦を強いられておりますが、国立大学への導入が

決まるなど回復の兆しも見られます。ミドルウェア関連ビジネスでは企業のIT投資減少により当事業も少なからず

影響を受けておりますが、海外からの引き合いが増加するなど好材料も見受けられます。一方、アクセスソリュー

ション関連ビジネスでは、マンション光統合システムを中心とする新規案件の受注も順調に進んでおり、大型案件

の実績を重ねております。これからは光統合システムにつながる各種ソリューションへの展開も視野に入れていき

ます。実績については概ね計画通りに推移しておりますが 、案件の性質上、殆どの売上は当連結会計年度の第3四

半期以降となります。SI関連ビジネスでは、スマートフォン向け開発案件が増えてきており、グループ外からの受

注金額を増やしています。この結果、当事業の売上高は195百万円、営業損失は６百万円となりました。 

〔情報サービス事業〕 

 前年第３四半期連結会計期間より連結対象となりましたマーケティング及び人材採用PRプランニング事業は直接

景気後退の影響を受けました。一方アフィリエイト広告は環境悪化の影響があるものの、携帯関連ビジネスは比較

的堅調に推移致しました。結果、当事業の売上高は324百万円、営業損失は42百万円となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 貸借対照表に関する情報 

① 流動資産 

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前期末比241百万円減少の699百万円となりました。主な内訳は、

現金及び預金211百万円、受取手形及び売掛金247百万円、たな卸資産142百万円等であります。 

② 固定資産 

当第１四半期連結会計期間末の固定資産は、前期末比35百万円減少の336百万円となりました。主な内訳は、の

れん133百万円等であります。 

③ 流動負債 

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、前期末比30百万円減少の483百万円となりました。その主な内訳

は、支払手形及び買掛金247百万円、前受収益113百万円等であります。 

④ 固定負債 

当第１四半期連結会計期間末の固定負債は、前期末比152百万円減少の207百万円となりました。その主な内訳

は長期前受収益102、長期借入金68百万円等であります。 

⑤ 純資産 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前期末比93百万円減少の343百万円となりました。  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前第１四半期連結会計期間末と比較して11百万円

減少の206百万円となりました。当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであ

ります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果使用した資金は51百万円（前年同期は73百万円の獲得）となりました。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果得られた資金は29百万円（前年同期は０百万円の使用）となりました。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は233百万円となりました。主な内訳は短期借入金の返済による支出30百万円、長

期借入金の返済による支出182百万円、少数株主への配当金の支払いによる支出20百万円等であります。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月13日に公表いたしました第２四半期累計期間及び通期

の業績予想の数値から変更はございません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（たな卸資産の評価方法）  

 当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前四半期会計期間末の実地た

な卸高を基礎とした合理的な方法によって算定しております。  

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用しているものについては事業年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法としております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用して

おります。 

 なお、これに伴う損益への影響はありません。  

（表示方法の変更）  

 四半期連結損益計算書において、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月

24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の

科目で表示しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは、前連結会計年度において85百万円、当第１四半期連結会計期間に60百万円の営業損失を計上い

たしました。これにより継続企業の前提に対して重要な疑義生じさせるような事象または状況が生じております。

 対応策につきましては、「３．連結財務諸表等 (4）継続企業の前提に関する注記」に記載のとおりでありま

す。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 211,878 467,555

受取手形及び売掛金 247,009 308,817

商品及び製品 129,953 62,494

仕掛品 12,572 34,438

前払費用 80,414 47,802

繰延税金資産 2,787 8,103

その他 15,044 12,375

貸倒引当金 △593 △1,138

流動資産合計 699,067 940,449

固定資産   

有形固定資産 34,713 37,320

無形固定資産   

のれん 133,667 149,858

その他 31,489 33,668

無形固定資産合計 165,157 183,527

投資その他の資産   

投資有価証券 5,474 22,259

長期貸付金 31,000 31,000

長期前払費用 37,941 23,700

繰延税金資産 1,329 1,367

その他 100,287 112,281

貸倒引当金 △39,845 △40,323

投資その他の資産合計 136,186 150,285

固定資産合計 336,057 371,133

資産合計 1,035,124 1,311,583

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 247,465 180,132

短期借入金 39,392 114,843

リース債務 5,442 5,392

未払法人税等 1,342 27,762

前受収益 113,068 79,263

賞与引当金 9,452 26,606

繰延税金負債 120 －

その他 67,363 80,364

流動負債合計 483,647 514,366

固定負債   

長期借入金 68,080 204,766



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

リース債務 15,583 16,963

退職給付引当金 13,471 13,549

役員退職慰労引当金 － 1,615

長期前受収益 102,251 114,731

繰延税金負債 8,557 8,557

その他 37 47

固定負債合計 207,981 360,230

負債合計 691,629 874,596

純資産の部   

株主資本   

資本金 606,282 606,282

資本剰余金 49,980 49,980

利益剰余金 △318,155 △243,923

株主資本合計 338,106 412,338

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,417 △1,637

評価・換算差額等合計 △3,417 △1,637

少数株主持分 8,806 26,284

純資産合計 343,495 436,986

負債純資産合計 1,035,124 1,311,583



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 342,684 519,684

売上原価 229,309 360,890

売上総利益 113,375 158,794

販売費及び一般管理費 177,840 219,380

営業損失（△） △64,465 △60,586

営業外収益   

受取利息 － 6

受取配当金 － 19

業務受託料 5,600 －

その他 1,492 530

営業外収益合計 7,092 557

営業外費用   

支払利息 2,394 1,238

その他 198 572

営業外費用合計 2,592 1,810

経常損失（△） △59,965 △61,839

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 5,967 －

その他 － 725

特別利益合計 5,967 725

特別損失   

投資有価証券評価損 2,306 130

関係会社株式売却損  3,456

その他 － 1,025

特別損失合計 2,306 4,612

税金等調整前四半期純損失（△） △56,303 △65,726

法人税、住民税及び事業税 12,950 702

法人税等調整額 △12,336 5,399

法人税等合計 614 6,101

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △71,827

少数株主利益 651 2,155

四半期純損失（△） △57,569 △73,983



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △56,303 △65,726

減価償却費 1,386 4,885

ソフトウエア償却費 2,134 1,311

のれん償却額 6,435 9,260

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,817 △1,022

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,544 △17,154

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,326 △78

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,218 △1,615

受取利息及び受取配当金 － △26

支払利息 2,394 1,238

為替差損益（△は益） △58 △1

関係会社株式売却損益（△は益） － 3,456

投資有価証券評価損益（△は益） 2,306 130

投資有価証券売却損益（△は益） － 11

売上債権の増減額（△は増加） 133,247 95,612

たな卸資産の増減額（△は増加） △35,735 △45,593

仕入債務の増減額（△は減少） 11,110 67,333

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,670 △5,244

その他の資産の増減額（△は増加） △26,380 △48,410

その他の負債の増減額（△は減少） 75,337 △21,171

小計 81,587 △22,804

利息及び配当金の受取額 － 26

利息の支払額 △1,362 △1,132

法人税等の支払額 △6,768 △27,838

営業活動によるキャッシュ・フロー 73,456 △51,749

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △179

無形固定資産の取得による支出 △707 △500

投資有価証券の売却による収入 － 14,861

定期預金の預入による支出 － △300

子会社株式の売却による収入 － 4,000

差入保証金の回収による収入 － 11,516

投資活動によるキャッシュ・フロー △707 29,398

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △84,000 △30,000

長期借入れによる収入 59,000 －

長期借入金の返済による支出 － △182,137

少数株主への配当金の支払額 － △20,160

リース債務の返済による支出 △480 △1,329

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,480 △233,626

現金及び現金同等物に係る換算差額 58 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 47,325 △255,976

現金及び現金同等物の期首残高 170,696 462,255

現金及び現金同等物の四半期末残高 218,022 206,278



 当社グループは、前連結会計年度において85百万円、当第１四半期連結会計期間に60百万円の営業損失を計上い

たしました。これにより継続企業の前提に対して重要な疑義生じさせるような事象または状況が生じております。

 営業損失計上の主な要因は、前第３四半期連結会計期間から連結子会社となった情報サービス事業の２社の売上

高が第３・第４四半期に集中する傾向にあるものの、当第１四半期連結会計期間において、連結子会社単独でも期

首における予想を大幅に上回る営業損失を計上していることにあります。 

 事業の性質上、年間を通しての利益の平準化は困難な部分もありますが、当該状況を解消すべく、可能な限り年

間を通して平均的に売上計上のできる新規事業の立ち上げならびに徹底した経費削減努力などにより、利益の平準

化に向け努力を行ってまいります。 

 また、新たな事業を開拓すること等を骨子とする業務提携を準備中であります。なお、財務体質強化に向けての

資本政策も検討中であります。 

 当社グループでは、上記施策により、当社の財務体質が強化されることは勿論、新規事業の創出により収益力が

強化され、継続企業の前提に対して重要な疑義生じさせるような事象または状況についても解消されるものと考え

ております。 

 しかし、現時点では、これらの対応策については実施途上であるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

【事業の種類別セグメント情報】  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  

【所在地別セグメント情報】  

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】  

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

サーバーソ
リューショ
ン事業 
（千円） 

ネットイ
ンフラ構
築事業 
（千円） 

情報サービ
ス事業 
（千円） 

その他の事
業  

（千円）

計 
（千円） 

消去又は全
社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  121,043  19,107  199,133  3,400  342,684  －  342,684

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  － (－)     －

  計  121,043  19,107  199,133  3,400  342,684 (－)   342,684

 
営業利益又は営業損失

（△） 
 △36,003  △23,798  △2,876  △8,636  △71,315  6,850  △64,465



【セグメント情報】  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「ＩＣＴソリューション事業」及び

「情報サービス事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「ＩＣＴソリューション事業」は、ソフトウェアの開発・輸入販売、クラスターソリューションの開発・関

連機器の輸入販売、集合住宅ブロードバンド化のためのソリューション提供、関連機器の開発・販売等を行っ

ております。「情報サービス事業」は、モバイルメディア事業等であります。   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）    

                               （単位：千円）   

注１. セグメント損失の調整額△11,037千円には、セグメント間取引消去41,899千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△52,937千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

管理部門費用であります。  

注２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。   

 該当事項はありません。  

 該当事項はありません。   

  

報告セグメント  
調整額 

（注１）  

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２）  

ＩＣＴソリ
ューション

事業  

情報サービ
ス事業  

計  

売上高           

(1）外部顧客への売上高  195,250  324,434  519,684  －  519,684

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4,215  1,600  5,816 ( ) △5,816    －

  計  199,465  326,035  525,500 ( ) △5,816  519,684

 
セグメント利益又は損失

（△） 
 △6,573  △42,975  △49,549  △11,037  △60,586

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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